
縄
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虚

堂

と

大

慮

と

の

相

契

柳

田

聖

山

凡
そ

一
民
族
の
個
有
文
化
が
他
の
民
族
に
傳
え
ら
れ
る
に
際
し
て
は
、
二
個
の
契
機
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
先
達
文
化
を
生
み
出

し
た
民
族
の
側
か
ら
、
他
の
民
族
に
傳
播
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
そ
の
二
は
後
進
民
族
自
身
が
自
嚢
的
に
先
進
民
族
の
文
化
を
受
け
入
れ

ん
と
す
る
積
極
性
に
出
つ
る
場
合
で
あ
る
。
而
も
文
化
の
傳
播
は
此
の
二
つ
の
契
機
の
契
合
に
於
て
の
み
、
甫
め
て
よ
く
そ
の
實
を
學
げ

得
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
、
前
者
の
場
合
、
よ
く
自
家
の
文
化
の
向
上
の
頂
を
極
め
、
そ
の
飽
和
状
態
に
到
達
し
た
る
結
果
と
し
て
、

新
し
い
契
機
を
他
に
求
め
ん
と
す
る
運
動
で
あ
り
、
後
者
に
あ
り
て
も
亦
た
自
家
の
向
上
の
契
機
を
異
質
の
交
化
の
媒
介
に
求
め
ん
と
す

る
努
力
に
嚢
し
、
共
に
す
で
に
自
己
飽
和
の
段
階
に
到
達
し
居
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
例
え
ば
、
古
く
後
漢
の
末
期
を
境
と
し
て
イ
ン

ド
の
佛
教
が
中
國
に
傳
え
ら
れ
た
場
合
が
そ
れ
で
あ
り
、
我
が
鎌
倉
時
代
に
南
宋
の
縄
が
移
入
せ
ら
れ
た
場
合
も
亦
た
然
り
で
あ
る
。
殊

に
、
南
宋
末
に
至
つ
て
そ
の
護
展
の
極
に
達
し
て
い
た
中
國
輝
は
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
武
家
杜
會
と
い
う
新
し
い
海
外
市
場
を
見
出
す
こ

と
に
よ
つ
て
、
よ
う
や
く
自
國
に
於
け
る
過
剰
生
産
的
倒
潰
の
危
機
を
脱
し
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
様
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
我
が
鎌
倉
時
代
の
輝
は
逆
に
之
を
飛
鳥
奈
良
以
來
の
日
本
佛
敏
の
獲
展
過
程
に
於
て
眺
め
る
と
き
、
す
で
に
長
く
奈
良
李



安
時
代
を
通
じ
て
醸
成
さ
れ
來

つ
た
日
本
佛
数
猫
自
の
課
題
が
、
隣
邦
南
宋
の
縄
の
鰯
畿
に
よ
つ
て
、
そ
れ
自
身
を
脱
皮
新
生
せ
し
め
た

も
の
と
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
。
言
わ
ば
そ
れ
は
傳
教

・
空
海
よ
り
、
榮
西

・
聖

一
に
至
る

日
本

的

な
佛
教
の
傳
統
に
封
し

て
、
蘭
漢

・
兀
庵

・
大
休

・
租
元
等
の
全
く
異
質
的
と
も
云
い
得
る
、
新
し
い
宋
朝
風
の
租
師
暉
の
挑
擾
で
あ

つ
た
。
而
し
て
こ
れ
ら
新

奮
二
つ
の
契
機
は
、
實
は
軍
な
る
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
日
本
灘
宗
内
部
の
教
線
的
封
抗
に
と
ど
ま
ら
ず
、
廣
く
肚
會
経
濟
史
的
に
も
文
化

思
想
史
的
に
も
、
奮
新
二
大
勢
力
の
伸
張
抗
孚
の

一
表
現
に
外
な
ら
ず
、
時
正
に
我
が
日
本
は
民
族
の
全
分
野
を
羅
げ
て
歴
史
の
廻
り
角

に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
私
は
か
か
る
硯
黙
に
立
つ
て
甫
め
て
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
新
佛
教
と
し
て
の
日
本
暉

の
展
開
を
　
づ
け
得
る
の
で
な
い
か
と
考
え
る
が
、
今
は
た
だ
そ
の

一
つ
の
場
合
と
し
て
、
大
鷹
國
師
入
宋

の
前
後
の
事
情
の

一
端
に
つ

い
て
、
多
少
の
史
實
的
穿
索
を
手
が
か
り
と
し
て
、
此
の
問
題
を
探
つ
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

二

 

周
知
の
様
に
、
大
鷹
國
師
南
浦
紹
明
は
駿
河
の
人
で
、
傳
に
よ
る
と
幼
よ
り
同
州
建
穂
寺
の
漂
辮
に
師
事
し
、
年
十
五
歳
の
と
き
出
家

し
て
鎌
倉
の
蘭
漢
道
隆
に
投
じ
た
と
い
う
。
蘭
漢
は
、
日
本
の
武
家
耐
會
に
始
め
て
純
粋
な
宋
風
の
縄
を
傳
え
た
人
で
、
彼
の
輝
は
内
容

的
に
曹
洞
下
の
道
元
縄
と
質
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
建
衝
記
』
に
傳
え
ら
れ
て
い
る
雨
者
の
往
復
書
簡
は
、
史

實
的
に
は
疑
わ
し
い
と
も
云
わ
れ
る
が
、
此
は
寧
ろ
爾
者
が
純
粋
な
宋
朝
の
暉
を
傳
え
ん
と
す
る
使
命
上
、
極
め
て
密
接
な
る
親
近
性
あ

り
し
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
道
元
が
天
童
山
の
如
潭
に
嗣
法
婦
朝
し
て
以
後
、
封
肚
會
的
な
傳
道
よ
り
も
ひ
た
す

ら
な
る
純
暉
の
護
持
を

一
箇
牛
箇
の
後
縫
者
の
打
出
に
期
待
し
よ
う
と
し
た
の
に
封
し
て
、
蘭
漢
の
場
合
は

一
渡
來
櫓
と
し
て
鎌
倉
武
士

の
教
化
と
い
う
全
く
新
し
い
領
域
に
於
て
、
封
枇
會
的
な
積
極
性
に
出
で
し
相
違
は
あ
つ
て
も
、
此
の
雨
者
の
輝
風
が
榮
西
や
聖

一
等
の

繹
と

一
線
を
劃
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
即
ち
、
榮
西
、
聖

一
等
の
暉
が
當
時
の
日
本
肚
會

に
封
す
る
政
治
的
關
係
か

虚
堂
と
大
慮
と
の
相
契

四
一
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四
二

ら
出

で

し
も

の
で

あ

つ
た
と
は

云
え
、

傳
教

・
空
海

以
來

の
日
本

佛
教

の
中

興

と

い
う
傳

統

的
な
使

命

を
自

ら

に
課

し
、

つ
と

め
て
天
台

や
密
教

の
奮
佛

教

に
接
鰯

し
た

の
に
封

し

て
、

道
元

は
宗

派

を
超

え
た
全

一
の
佛
法

の
根
諜

を
天

童
如

深

よ
り

の
嗣
法

に
置

く

こ
と

に

よ

つ
て
、
強

く

日
本
佛

敏

の
傳
統

的
因
襲

を
脱

せ
ん

と
し
、

蘭
漢

は

一
個

の
宋

櫓

と
し

て
む

し
ろ
日

本
出
身

の
暉
偲

が
自

ら
負

う

て

い
た
課

題

の
域

外

に
立

つ
こ
と

に
よ

つ
て
、
當
時

新

し

い
歴
史

の
措

い
手

と
な

つ
た
鎌

倉
武

士

の
中

に
、
積

極
的

に
働

き

か
け

て
行

つ
た

の
で

あ

る
。
言

わ
ば

日
本

佛
教

の
宿

命
的

な
傳

統

を
超

え
た
新

し

い
宗

教

運
動

が
、
從

來

の
京
都

の
爲

政

者
を
中

心

と
す

る
上

流
杜
會

に
受

け

入

れ
ら

れ

て
い
た
思

想

や
文
化

と

は
質

を
異

に
す

る
新

し

い
宋
朝

の
大
陸
文

化

の
移
入

と

い
う
使

命

を
俘

つ
て
強

力

に
展
開

せ
ら

れ
始

め

て

い
た
わ
け

で
あ

る
。
從

つ
て
蘭

漢

の
下

に
投

じ
た
大
鷹

の
前

途

に
は
、

凡

そ
右

の
如
き

鎌
倉
佛

敏

の
新

し

い
使

命

が
自

ら

に
課

せ
ら

れ
て

い
た
筈

で
あ
り

、
大

鷹

の
入
宋

に

は
當
然
師

蘭

漢

の
意
欲
的

な
指

示
が

働

い
て
い
た

と
思
わ

れ

る
。

か
か

る
観
黙

か

ら
大
鷹

入
宋

の
事

實

を
眺

め
直
す

と
、

此

庭

に

興

味

あ

る
事

件
が

俘

び
上

つ
て
來

る
。

そ

れ
は
宋

檜
兀

庵
普

寧

の
來

朝

に

つ
い
て

で
あ

る
。
兀

庵
が
來

朝

し

た
の
は
、

一
般

に
宋

の
景

定
元

年

(
一
二
六
〇
)
、

邸

ち
我

が
文

鷹
元

年

に
當

る
年

の
春

と

せ
ら

れ

る
。
印

ち

『
兀
庵

録
』

に
、

師

、
因

日
域

法
春

、
道

奮
郷

人
、
不

忘

径
山

道
聚

之
義

、
屡

趣
閑
樂

、
累

却
復

至
。

於
景

定
庚

申
、

暫
與

一
遊
。

…
…
師

、

次
至

京
東

幅

輝
寺

、
方

丈
大

衆
、

禮
請

陞
座

云
云
。

(
績
藏
経
∬
、

二
八
、

一
、
P
四
d
ー
五

a
)

と
記

さ
れ

て

い
る
如
く

で

あ
る
。

此

の
記

事

は
、
兀

庵
來

朝

の
動
機

が
、
曾

て
径

山

の
無

準
會

下

に
於

け
る
聖

一
と

の
蕾

約

に
よ

る
も

の

で
あ

る

こ
と
を
示

し

て

い
る
が

、更

に
そ

の
後

彼
が

直
ち

に
鎌
倉

に
赴

い
て

い
る
事
實

に
徴

す

る
と

、
他
面

に
は
鎌
倉

幕
府

の
請

招

が

あ

つ

た

の
で
あ

ろ
う

し
、

そ
れ

は
蘭

漢

の
指

示

に
基
づ

い
た
も

の

で
あ

つ
た
と
思

わ

れ

る
。

印

ち

、『
兀
庵

録
』

に
、

前
引

の
記

事

に
績

い
て

、

師
、

關
東

部
從

遠

邊
。

縄
到

建
長

縄
寺
、

掌

國
最

明
寺

殿
、
懐

香
先

來
参

禮

云
云

。

と

云

い
、

又
、

『
大

覧
録

』

に
よ

る
と
、



兀
庵
和

尚

至
、

上
堂

。
相

見
又

無
事
、

不

來
還
憶

君
。

古
人

只
有

温

古
知
新

之
念

、

且
無
同

舟
共
濟

之
謀

。

建
長

這
裏
、

相

見
有

奇

事
、

來

臨
不
放

君
。

扶
桑

水
雲

客
、

親
見

又
親

聞
、

見
則

見
了

也
。
如

何
是

親
聞

底
事

、
明

眼
人

前
、
切

忌

錯
墾

。

と
あ

つ
て
、

兀
庵

が

建
長

に
來

つ
た
日
、
蘭

漢
が

特

に
上
堂
墾
揚

し

た

こ
と
を
記

し

て

い
る
。

虚

で
此

の
上
堂

は
兀
庵

の
來
朝

が
文

鷹
元

年

に
あ
り

と
す

る
な

ら
ば
、

恐

ら
く

同
年

の
こ
と

で
あ
ろ

う
。
而

し

て
蘭
漢

は

建
長

の
法
席

を
兀
庵

に
譲

つ
て
、
京

洛

建
寧

寺

の
拝
請

に
從

う

こ
と

に
な
る

の
で

あ
る
。
併

る
に
、
蘭

漢

の
建

仁
入
寺

の
年

時

に

つ
い

て
、

從
來

の
諸

記
録

は
明

確

さ
を
敏

い
て

い
る
様

で
あ

る
。
例

え
ば
、

『
元
亨
縄
書

』

巻

六

の
道

隆
傳

に
よ
る

と
、

彼

は
建
長

に
居

る

こ
と
十

三
年

に
し

て
、
卒

安

城

の
建
仁

に
遷

つ
た
と

云

つ
て
居
り

、
此

は

『
大
覧
録

』

の
建
長

語
録

末
尾

の
僻

衆

上
堂

に
見
ゆ

る

「
要

津

把
噺

十

三
春
、

又

桂
輕

帆
出

海
濱

」

の
語

に
よ

つ
た

も

の
で
あ

る
。
庭

が

、
時

頼

が
建
長

寺

を
創

し

て
蘭

漢

を
開
山

に
招
請

し
た

の
は
建
長

三
年

(
一
二
五

一
)

の
冬

で
あ

つ
た

か
ら

(
「
建
長
興
國
暉
寺
碑
丈
」
)、

此

の
年

か
ら
加
算

す

る

と
十

三
春

は
弘
長

三
年

(
一
二
六
三
)
と
な
る

理

で
あ

る
。
尤

も
、

『
大
覧
録

』

の
建

寧
入

寺

の
語

に
は

「
亘
幅

山
中

越
十
霜

…

…
」

の
語

が
あ
り

、

十
三
春

は
壽

稿
住
院

時
代

を
加

え
た
も

の

で
あ

ろ
う

か

ら
、

こ
れ

に
よ

つ
て
考

え

れ
ば
建

寧
入
寺

は
文

鷹
元

年

(
=

一六
〇
)
と

な

る
。

虚
が

、
師

攣

の

『
延
寳

傳
燈

録
』

及

び

『
本

朝

高
信

傳
』

は
、

正
元

元
年

(
一
二
五
九
)
を
以

て
建

仁

入
寺

の
年

と
し
、

そ

の
他

の
諸
読

之

に
從

つ
て

い
る
様

で
あ
り

、
之

に
よ
る

と
兀
庵

來
朝

以
前

と
な
り

、
前

に
引

け

る
兀
庵

來
朝

に
關

す

る
記
載

と
合

わ

な

い
こ
と

と
な

る
。
慮

が
更

に
遡

つ
て
、

兀
庵

來
朝

の
年
時

そ

の
も

の
に
も
異

説

が

あ

つ
て
、
彼

の
法

を

嗣

い
だ

東
巖

恵

安

の

『
行
實

』

(績
群
書
類
從
第

二
百

二
+
六
)
に
よ

る
と
、

正
元

己
未
春

(
=

一五
九
)
を
以

て
兀

庵

來

朝

と
記

し

て

い
る
か
ら
、

蘭
漢

が
之

を

建
長

に
迎

え

た
の
も
亦

た
同

年

の

こ
と
と

な
り
、

蘭
漢

の
建
仁

入
寺

を

そ

の
翌

年

と
見

て
差
支

え
な

い
理

で
あ

る
。
從

つ
て

『
元

亨
繹

書

』

の
文

懸
元

年
説

を
以

て
最

も
安

當

と
な
す

べ
く
、

況

や
後
説

す

る
様

に
蘭
漢

の
建
仁

録
を

も

含

め

た
現
存

『
大
覧
語

録

』
が
、

弘
長

二
年

(
一
二
六
二
)
印

ち
景

定

三
年

に
四
明

の
盧

堂

の
許

に
屈

い
て

い
る

の
で
あ

る

か
ら
、

そ

の
三

年

に
亘

る
建

仁
住

寺

は
文

慮

以
前

に
あ

つ
た
筈

で
あ

る

に
於

て
を
や
。

虚
堂
と
大
鷹
と
の
相
契

四
三
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四

庭
で
、
常
樂
よ
り
建
長
住
山
の
閥
に
亘
つ
て
、
十
年
鯨
の
戯
月
を
蘭
漢
の
下
に
侍
し
て
い
た
大
鷹
は
、
周
知
の
様
に
正
元
年
間

(
=
一

五
九
ー
一
二
六
〇
)海
に
航
し
て
入
宋
し
、
虚
堂
の
下
に
投
じ
た
と
傳
え
ら
れ
る
が
、
此
の
時

一
膿
蘭
漢
は
何
威
に
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
當
時
に
於
け
る
前
記
の
如
き
蘭
漢
の
進
退
の
事
情
を
考
え
併
せ
る
時
、
私
は
兀
庵
の
來
朝
、
蘭
漢
の
建
仁
入
寺
、
大
鷹
の
入
宋
と
い

う
こ
の
三
つ
の
事
件
の
間
に
極
め
て
密
接
な
史
的
關
係
が
あ
つ
た
に
相
違
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

一
艦
正
元
と
い
う
年
號
は
、
西
紀

一

二
五
九
年
三
月
二
十
六
日
に
正
嘉
よ
り
正
元
と
改
元
さ
れ
、
翌
正
元
二
年
の
四
月
十
三
日
に
文
慮
と
改
元
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
正
元
二
年

は
文
磨
元
年
と
同
年
に
當
る
が
、
兀
庵
來
朝
が
此
の
文
懸
元
年
の
春
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
大
懸
の
入
宋
が
實
現
さ
れ
、
や
が
て

そ
の
翌
年
、
蘭
漢
の
建
仁
入
寺
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
も
困
難
は
な
い
如
く
で
あ
り
、
大
慮
の
入
宋
は
正
元
二
年
の

春
の
こ
と
と
な
る
理
で
あ
る
が
、
更
に
兀
庵
の
來
朝
、
大
鷹
の
入
宋
、
蘭
漢
の
建
仁
入
寺
の
三
個
の
事
件
が
、
正
元
元
年
の
間
に
行
わ
れ

た
と
す
る
考
え
す
ら
も
、
諸
記
録
の
取
捨
に
よ
つ
て
成
立
可
能
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
他
の
記
録
に
よ
る
と
、
正
元
元
年
に
は
曹
洞

下
の
義
介
が
入
宋
し
て
い
る
が
(三
祀
行
業
記
、
綴
群
書
類
從
第
二
百
廿
五
)、
彼
の
使
命
は
永
李
寺
の
僧
院
規
矩
を
再
建
す
る
に
あ
り
、
そ
の

入
宋
に
先
立

つ
て
、
洛
陽
の
建
仁
、
東
頑
、
東
關
の
壽
頑
、
建
長
等
を
遍
歴
し
て
當
時
に
於
け
る
臨
濟
下
の
規
矩
の
現
状
を
順
観
し
て
い

る
が
、
當
時
建
長
寺
の
規
矩
は
最
も
嚴
粛
を
極
め
た
も
の
で
、
純
粋
な
宋
朝
輝
林
の
精
禰
が
濃
刺
と
横
溢
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
大
覧
録
』

附
載
の

「
建
長
法
語
規
則
」、
「
大
覧
輝
師
遺
誠
」
及
び
梵
倦
の

「相
州
路
鎌
倉
縣
粟
船
山
常
樂
寺
定
規
」
等
に
よ
つ
て
伺
わ
れ
る
。
か
く

て
、
嚴
正
な
る
宋
朝
風
の
叢
林
清
規
に
よ
る
暉
林
生
活
の
裡
に
青
年
期
を
過
し
た
大
慮
は
、
宋
侶
兀
庵
の
來
朝
を
機
と
し
て
、
純
粋
な
南

宋
輝
將
來
の
使
命
を
幣
ぴ
て
入
宋
す
る
の
で
あ
る
。

三

 

次

に
、

大
鷹

が
入

宋

し

て
盧

堂

に
参

じ
た

こ
と

は
、
恐

ら
く
蘭

漢

の
指
示

に
よ

つ
た
も

の

で
あ

る
と
思
わ

れ

る
が
、

今

日
之

を
確

め

る



資
料
は
傳
え
ら
れ
て
い
な
い
。
曾
て
、
永
卒
道
元
が
入
宋
し
た
と
き
、
彼
は
天
童
如
漂
に
参
ず
る
こ
と
を
當
初
か
ら
豫
想
し
て
居
ら
ず
、

彼
自
身
が
記
し
て
い
る
様
に
、
そ
の
は
じ
め

「大
宋
國
に
お
も
む
き
、
知
識
を
爾
漸
に
と
ぶ
ら
ひ
、
家
風
を
五
門
に
き
く
、

つ
ひ
に
大
白

峰
の
浮
輝
師
に
参
じ
て
、

一
生
参
學
の
大
事
こ
こ
に
を
は
り
ぬ
」
と
云
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
我
が
大
鷹
の
場
合
は
恐
ら
く
す

で
に
日
本
に
あ
つ
た
と
き
か
ら
虚
堂
の
名
を
聞
き
知
つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
私
は
そ
の

一
讃
と
し
て
後
年
大
慮
自
身
が
洛
陽
萬
壽
輝
寺

に
於
け
る
開
堂
の
香
語
に
(

●

此

一
辮
香
、
日
本
聞
名
、
大
宋
知
貴
、
乳
寳
峯
前
、
南
屏
園
裏
、
東
嗅
西
嗅
、
全
無
氣
息
。
逗
到
墜
樫
那
畔
、

五
髪
峯
頭
、
被
人
蜆

著
、
薫
天
爽
地
。
飼
來
扶
桑
、

一
回
沽
出

一
回
新
。
熱
向
儘
中
、
奉
爲
前
住
大
宋
径
山
興
聖
萬
壽
縄
寺
先
師
盧
堂
和
尚
大
輝
師
、
用
酬

法
乳
之
恩
。

と
云
つ
て
い
る
鮎
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
此
の
語
は
、
寳
に
大
鷹
入
宋
當
時
の
史
的
事
實
を
傳
え
る
最
も
重
要
な
る
資
料
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
始
め
建
長
の
蘭
漢
の
下
に
あ
つ
た
彼
が
虚
堂
の
名
を
聞
い
た
の
は
、
恐
ら
く
兀
庵
を
通
じ
て

で
は
あ
る
ま
い
か
。
兀
庵
は
日
本
に
來
る
直
前
、
常
州
無
錫
南
輝
輻
聖
寺
に
居
た
が
、
更
に
そ
の
敷
年
前
に
は
、
初
住
と
し
て
慶
元
府
象

山
簸
巖
廣
輻
院
に
居
た
こ
と
が

『
兀
庵
録
』
に
よ
つ
て
知
ら
れ
、
次
に
述
べ
る
様
に
此
の
當
時
盧
堂
も
亦
た
慶
元
府
の
象
山
に
隙
棲
し
て

い
た
の
で
あ
り
、
當
時
虚
堂
を
し
て
此
の
地
に
隠
棲
す
る
に
至
ら
し
め
た
歴
史
的
事
件
は
、
恐
ら
く
江
漸
の
全
中
國
叢
林
を
し
て
震
憾
せ

し
め
る
底
の
不
鮮
事
で
あ
つ
た
様
で
あ
る
。

虚
堂
が
象
山
の
地
に
隙
棲
す
る
に
至
つ
た
歴
史
的
事
件
と
い
う
の
は
、
彼
の

『行
状
』
に
、

寳
祐
戊
午
(實
際
は
丙
辰
で
、

一
二
五
六
年
に
嘗
る
)、
育
王
虚
席
、
輝
柄
毅
然
陳
乞
。
有
司
節
齋
尚
書
陳
公
、
嘉
其
公
議
、
特
與
敷
奏
。
是

年
四
月
領
寺
、
事
三
年
、
呉
制
相
信
諜
壌
隙
、

辱
師
欲
損
其
徳
。
師
恰
然
自
若
、
始
終
拒
抗
、
略
無
攣
色
。
聖
旨
宣
論
繹
放
、
作
偶

奉
謝
云
、
去
時
嶢
露
泊
絆
暑
、
蹄
日
秋
聲
漏
夕
陽
、
恩
渥
重
重
何
以
報
、
望
無
雲
虚
祝
天
長
。

虚
堂
と
大
鷹
と
の
相
契

四
五



輝

學

研

究

四
六

と
あ

り
、

ま

た
、

『
虚

堂

録
』

巻

三
、

育

王
録

の
末

尾

に
も
、

師

、
寳

鮪
戊

午

六
月

十
四

日
羅

難
、

七
月

十

三
日
恭
奉

聖

旨
、

與

冤
無
墓

。
謝

事

上
堂
、

都
省

羅
太

尉

激

上
謹
奏

以

謝
。

と
見

え
て

い
る
も

の

で
あ

る
が
、

事
件

の
内

容

そ
の
も

の

に

つ
い
て

は
何

ら
知

る

こ
と
が
出
來

な

い
。

『
梨

耕
』

の
著

者

は
、
奮

解

な

る

も

の

を
引

い
て
、

此

の
呉
制
相

を
呉
陸

な
り

と

し
、

(
師
)
與

知
事

論
塔

頭
之

地
、

子
時

呉
陸

爲
慶

元
府

太
守

、
欲

追
盧

堂
下

獄
。

適
晦

巖
物

初
敷

老

宿
、

力
救

之
、
奏

干
朝

廷

。
師

途
回

再

住

。
而

謝

事
退
院

。

(巻
九
、
五
+
三
丈
b
l
四
丈

a
)

と

云

い
、

「
此

必
入

唐
人

、
或

來
朝

人
所

傳
。

其
説

可
信

爾

」
と
註

し

て

い
る
が
、

呉
陸

な
る
人

に

つ
い
て
何
ら

他

の
資

料

の
徴

す

べ
き

も

の
な
く

、
事

件

の
内
容

そ

の
も

の
も
依

然

と
し

て
明

か
で

な

い
。

記

し
て
後

日

の
研
究

を
待

つ
こ
と

と
し

よ
う
。

た
だ
、

『
行

状
』

の

作
者

が
、

「
師

恰
然

自
若
、

始

終
拒

抗
、
略

無
攣

色

」

と
云

う
様

に
、

虚
堂

自

身

は
そ

う
し

た
事
件

の
渦

中

に
あ

つ
て
實

に
恰

然

た

る
態

度

を
以

て

一
貫

し

た
の

で
あ

ろ
う
が

、

一
面

、

こ
の
事
件

が
虚
堂

の
生
涯

を
大

き
く

動

か
し

た

こ
と
も
見

逃

し
得

な

い
様

で
あ

る
。
例

え

ば
、

虚
堂

自
身
、

こ

の
當

時
檀

越
省

殿
元

學

士

に
與

え
た
書
中

に
於

て
、

　

　

む

む

む

む

　

　

時

節
銀

阻
、
佛

法

冷
落
、

摯

目
無

正
人
、

不
妨

扇
得

養
阿

、
待

蓋
呉

賊
報

慮

天
日

難
逃

(
田
山
方
南
氏
編
、
「
輝
林
墨
蹟
」
第
三
四
號
)

と
云

つ
て

い
る
程

で
あ

る
か
ら
、

「
恰
然
自

若

」

と

い
う

の

は
行

状

作
者

の
溢

美

の
僻

で
あ

ろ
う
。

庭

で
、

虚
堂

は

こ
の
難

の
後

し
ば

ら
く
身

を
東

山

の
邊

に
隠

し

て
い

た
様

で
、

こ
の

こ
と

は
、

こ

の
當

時
郷

友
悟

翁

に
あ

て

た
尺
贋

に

「
難
中

首
蒙

遠
訪

東
山
、

飲

食
尉

問
之

情
、

倍
於

常
等

」

(前
引
、
「
輝
林
墨
蹟
」
第
三
七
號
)
と
云

つ
て
居

り
、

ま

た

、
後
年

の
雪

蓬
明

長

老

に
與

え

る
法
語
中

に
往
事

を
追
憶

し
て
、

雪
蓬

明
老

、
相

從
有

日
。

自
育

王
過

東

山
客
欄

之
下

温
然

如
春

、
此

老
之

力

也
。

(盧
堂
鍛
巷
九
)

と
云

つ
て

い
る

こ
と

に
よ

つ
て
知

ら

れ
る
。

東

山
は

『
梨
耕

』

の
説

に
よ

る
と
蘇

州

印
渚

の
地

を
指

し
、

彼

の
偶
頒

に
、

「
心
侍

者

蹄
省

」



と
題
し
て
、

露
葉
蒲
薫
月
漏
庭
、
秋
來
多
夢
老
人
星
、
海
山
印
渚
知
吾
威
、
終
不
深
雲
濁
掩
局

と
あ
る
の
が
此
の
當
時
の
作
で
あ
ろ
う
と
云
う
。
こ
の
偶
は
遠
く
印
渚
に
避
難
中
の
師
を
尋
ね
來

つ
た
心
侍
者

の
衷
情
を
よ
ろ
こ
ん
だ
も

の
で
、
老
人
星
に
し
説
て
悲
痛
な
る
當
時
の
心
境
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
虚
で
次
に

『行
状
』
に
よ
る
と

古
愚
蝕
向
書
典
郷
郡
、
特
以
金
文
延
之
。

と
云
い
、
虚
堂
は
右
の
如
き
難
の
後
、
尚
書
鯨
古
愚
な
る
人
の
推
薦
に
よ
つ
て
再
び
金
文
に
入
寺
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
人
は
恐
ら

く
宋
史
巻
四

一
九
に
傳
の
見
え
る
蝕
天
錫
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
鯨
天
錫
は
明
州
慶
元
府
昌
國
の
出
身
で
、
丞
相
史
彌
遠
の
弟
子
と
な

つ
て
朝
に
入
つ
た
人
で
あ
り
、
虚
堂
も
明
州
慶
元
府
象
山
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
幼
時
よ
り
の
相
識

で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

金
文
の
地
は
、
古
來
の

『
虚
堂
録
』
の
注
者
が
す
べ
て
不
明
と
し
て
來
て
い
る
が
、
前
引
の
檀
越
省
殿
元
學
士
に
與
う
る
書
に
は
、
彼

自
身
が
金
文

恵

照

輝
寺
住
持
鱈
智
愚
割
子
と
自
署
し
て
居
り
、
又
後
に
虚
堂
の
嗣
無
爾
可
宣
が
我
が
大
懸

の
婦
東
に
際
し
て
與
え
た
途

別
の
偶
(後
に
全
丈
を
引
用
)
に
も
、
宋
郵
金
文
住
山
可
宣
と
自
署
し
て
い
る
か
ら
、
郵
郎
ち
明
州
慶
元
府
に
あ

つ
た
小
院
の
名
で
あ
つ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
今
日

『
虚
堂
録
』
巻
三
に
牧
め
る
柏
巖
恵
照
繹
寺
語
録
が
正
し
く
そ
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
到
る
。
道
忠
も
亦
た
こ
の
栢

巖
録
を
注
す
る
に
當
つ
て
、
物
初
大
観
の

「慶
元
府
大
慈
名
山
教
忠
報
國
輝
寺
語
録
」
に
、

む

む

む

む

金
文

唯

翁
和

尚
至

、
上
堂

、

柏
巖

那
畔

、
布

催
月

之
陣

、
隻

照
明

邊
、

流
轟

家
之

毒
、

概
剥
郎

罷

、
狭

害
袖

信
云
云

と

あ
る

を
引

い
て
、

金
文

が
栢

巖

に
外

な
ら

ぬ
こ
と
を
考

謹

し
て

い
る

が
、

こ
の
考

誰

は
寳

に
當

を
得

た
も

の
と

云
う

べ
き

で

あ
ろ

う
。

威

で
、

虚
堂

が
金
文

師

ち
栢

巖
恵

照
暉

寺

に
入

つ
た

の
は
、

景
定

元
年

(
=

一六
(り
)
∴
月

二
十

五
日

と

さ
れ

る
か
ら

、
兀

庵

の
來

朝

が

文
鷹

元
年

に
あ
れ
ば

同
年

に
當

る
が
、

正
元

元
年

と
す

れ
ば
虚

堂

は
未

だ
金
文

に
移

つ
て
居

な

い

こ
と

と

な
る
。
醤

時

、
虚
堂

と
兀
庵

と

が
直

接
交

渉

の
機

を
有

し

た
か
ど

う

か
、
確

實

な
資

料

は
存

し
な

い
け

れ

と
も
、

こ
の
前

後

の
時
期

に
於
け

る
虚
堂

の
進
退

は
、

兀
庵

若

虚
堂
と
大
磨
と
の
相
契

四
七
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し
く

は
そ

の
他

の
人

々

に
よ

つ
て
直

ち

に
鎌
禽

に
傳

え
ら

れ

る
可
能

性

は
十
分

に
あ

つ
た
筈

で
あ

る
。

大
鷹

が

「
日
本

に
名

を
聞

き
、

大

宋

に
貴

き
を
知

つ
て
」

と
云

つ
て

い
る

の
は
、

恐

ら
く

か
か

る
事
由

を
指

す

の
で

は
あ

る
ま

い
か

。
そ

し

て
大
鷹
入

宋

の
目
的

は
か

か
る

隠
棲

中

の
虚
堂

の
跡

を
追

わ

ん
と

し
た
も

の

で
、
遂

に
漂

慈
及

び
脛

山

に
於

て
資

師
相

契

の
大

事

を
結
著

す

る

に
到

つ
た

こ
と

は
、
彼

の

『
塔
銘
』

そ

の
他

に
傳

え
ら

れ
る

通
り

で
あ

る
。

慮

で
、

大
鷹

が
始

め

て
虚

堂

に
遇

う

た
の

は
、
彼

自
身

が
言

う
様

に
乳
寳

山

、
邸

ち
四

明

の
雪

寳
山

で
あ

つ
た
と
思

わ

れ
る
が

、

こ
れ

に
先

立

つ
て
景
定

元
年

八
月

柏

巖

に
入

つ
た
虚

堂

は
間
も

な

く
四
明

の
雪
寳

山

に
入

つ
て

い
た
様

で

あ
る
。
尤

も
、

雪
寳

山

と
云

つ
て
も

有

名
な

十
刹

の
第

五

に
當

る
資

聖
寺

の
住

持

と
し

て
で

は
な

く
し

て
、
此

の
山

の
開

祀
明

覧

大
師
從

顯

の
塔

の
畔

に
庵

居

し
て

い
た

の
で

あ

つ
て
、

彼

の

『
行

状
』

に
、

迫

於
晩

景
、

退
閑

明
覧

塔
下

、
作

終
焉

計

。

と

云
わ

れ
て

い
る
も

の

で
あ

る
。

一
膿

、

柏
巖

住
院

の
期

間

は
極

め
て
短

か

か

つ
た
様

で
あ

る
が

、
晩
景

と

い
う
の
が
柏

巖

住
院

の
年

の

歳
暮

と
す

れ
ば

、
時

に
虚
堂

七
十

六
歳

に
當

る
理

で
あ

る
。
併

し
、

「
柏

巌
録

」

の
末
尾

に
は
正

旦
上
堂

の
語

が

見

え
、
柏

巖
住
院

は
景

定

二
年

に
及

ん

で

い
る
如

く

で
あ

る
か
ら

、
晩

景

は
此

の
年

の
歳
暮

を
指

す

の
で

あ
ろ

う
。
尤

も

、

『
虚
堂

録
』

春

七
偶
頒

の
末

尾

に
近

く

、

「
壬

戌
登

雪
轡

」

と
題

し
て
、
錦

鏡

、
妙

高
、

飛
雪

等

の
境
地

や
詠

じ

た
作
が

あ

る
か

ら
、

雪
賓

山

へ
の
入

山

は
壬
戌

印
ち

景
定

三

に

年

(
=

エ
ハ
ニ
)
に
あ

つ
た
と

も
見

ら
れ

る
が
、

恐

ら
く

は
前
年

の
歳

末

よ
り

の

こ
と

で
あ

つ
た

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。

虚

堂
が

雪
寳
明

覧

に
傾

倒

せ
る

こ
と

は
、
す

で

に
古
く

淳
茄

二
年

(
一
二
四
二
)
に
頒
古

百

則

を
完
成

し

た
頃

に
遡

る
が
、

四
明

に
近

い

明

州

の
象

山

に
生

れ
た
彼

は
恐

ら

く
幼
時

よ
り

雪
賓

に
私

淑
す

る
と

こ
ろ
が

あ

つ
た

の
で
あ

ろ
う

。
殊

に
育

王
羅
難

に
よ

つ
て
諸

方

に
　

を
隠

し

た
後
、
途

に
此
威

に
終
焉

の
場

所

を
求

め

た
虚

堂

と
し

て
は
、

後
説

す

る
様

に
鯨

程
深

く
期

す

る
と

こ
ろ
が
あ

つ
た
様

に
思

わ
れ

る
。
四
明

は
明

覧
が
有

名

な
頒

古
百

則

を
完
成

し

た
薩

で
、

そ
の
四

十

七
則

に

「
夜

來
御

封

乳
峯

宿
」

と
云

つ
て

い
る
如

く

で
あ

る
が
、



或

い
は
先

に
羅

難

の
直
後

、

虚
堂

が
東

山
印

渚

の
畔

に
身

を
隠

し
た

の
も
亦

た
曾

て
明

覧
が

住

し

た
洞
庭

の
翠
峰

を
慕

つ
た
た

め

で
あ

つ

た
か
も

知

れ
な

い
。

噸

で
虚

堂
が

雪
費

山

の
明

覧
塔

下

に
閑
棲

し

て

い
た
景
定

二
年

乃
至

四
年

の
間

に
、

此

庭

に

彼

を
訪

ね
た
日

本

の
入
宋

櫓

は
甚

だ

多

く
、

今

日
知
ら

れ

る
も

の
だ

け

で
も
大
慮

以

外

に
三
人

を
数

え

て

い
る
。
先

づ
、
當

時

日
本

の
鎌
倉

で
は
蘭

漢

の
澤
樂

、
建
長

、

建
寧

の

三
寺

の
語

録
が

ま

と
め
ら

れ
、

そ

の
校

閲
を
虚

堂

に
求

め

る

べ
く

、
蘭
漢

會
下

の
琿

忍

な

る
も

の
が
彼

を
訪

う

て

い
る
。
虚
堂

の

『
大
覧

録
』

校
閲

は
景
定

壬
戌

よ
り
癸

亥

の
間

に
行

わ

れ
、
そ

の
駿
が

書

か
れ

た

の
は
景
定

五
年

の
春

二
月
、
虚

堂
が

澤
慈

に
移

つ
て
か

ら

の
こ

と

で
あ

る
が
、
之

に
先

立

つ
て
輝
忍

が

『
大
覧

録
』

を

た
つ

さ
え

て
博
多

の
地

を
立

つ
た
と

き
、

す

で
に
四
明

に
虚

堂

を
訪

う

べ
く

豫
定

し

て

い
た

こ
と

が
、

『
大

覧
録

』
所

牧

の
蘭
漢

が

暉
忍

に
與

え
た
迭
別

の
法
語

の
中

に
見

え

て

い
る
。
次

に
、

『
虚

堂
録

』

の
偶
頒

の
條

に
、

「
日
本

源
侍

者
游

墓

雁
」

と

い
う

一
首
が

見

え
る
が

、
此

の
源
侍

者

は
後

に
虚
堂

の
法

を
嗣

い

で
日
本

に
臨

り

、
鎌
倉

の
頑
源

山
縄

興

寺
第

二
世

と

な

つ
た
亘

山
志
源

で
あ
り

、
此

の
偶

の
眞
蹟

は
恐
ら

く
志
源

自
身

が
將

來

し

て
日
本

に
傅

え

た
ら
し

く
、

『
神

谷
宗
湛

筆

記

』

と
構
す

る
天

正
年

間

の
茶
會

記

に
、

こ
の
虚

堂

墨
蹟
が

用

い
ら

れ

た
こ
と

を
記
録

し

、
而

も

こ

の
偶

の
末
尾

に
、

「
景

定
癸

亥
春

三

月

、
盧
堂

隻

知
愚

、
書
干

乳
峯

明

覧
震

下
」

と
記

さ

れ
て

い
た

こ
と
を
傳

え
て

い
る
。

(績
群
書
類
從
第
五
百
六
+
六
)
次

に
我
が
無

象
静

照

の

「
行
歌

」

(績
群
書
類
從
巻
第

二
百
廿
八
所
攻
)

に
よ

る
と
、

彼

も
亦

た

此

の
景
定

四
年

癸
亥

に

虚

堂

よ
り
法
語

を
與

え
ら
れ

て

い
る
か

ら

、
此

の
頃

四
明

に
登

つ
て

い
た
の

で
あ

ろ
う
。

「
麗

林
墨

蹟
」

第

三
十

一
號

に
見
ゆ

る

日
本
照

縄

者

に
與

え

た
と

い
う
虚
堂

の
偶

も
或

い
は

こ

の
時

の
も

の
か
も
知

れ

ぬ
。

か
く

て
、
大
鷹

も
亦

た
此
ら

の
人

に
先

立

つ
て
四
明

に
登

り
、

「
乳
寳

峯
前

、
南

屏
園

裡

、
東

に
嗅

ぎ
西

に
嗅

ぐ

に
全

く
氣

息

無

し
」

と

云
う

の
で

あ
る
が

、
大
鷹

が

虚
堂

を

此

の
時

期

に
雪
寳

山

に
訪

う

た
と

い
う

一
事

は
、

彼

以
後

の
日
本

の
臨
濟

縄
を

し

て
雲

寳

輝
、
乃

至

は
雲

門
藤

の
性
格

を

強
く
負

わ

し

め
る

こ
と

に
決
定

的

と
な

つ
た
事

由

を
示
唆

す

る

で
あ
ろ

う
。

虚
堂
と
大
癒
と
の
相
契

四
九



縄
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四

む

む

む

道

忠

の

『
梨

耕
』

に
よ
る

と
、
蘭

披

の
語

な

る
も

の
を
引

い
て
、
虚

堂
が

後
雲

寳

と
構

せ
ら

れ

た

こ
と
を
傳

え
て

い
る
が
、

寳

際
、

盧

む

む

堂
の
縄
に
は
雲
寳
縄
の
再
興
と
も
云
う
べ
き
趣
が
強
い
。
雪
寳
が
翰
林
の
繹
と
構
せ
ら
れ
た
様
に
、
虚
堂
の
暉

に
於
て
も
亦
た
言
句
の
死

活
を
貴
ぶ
こ
と
寳
に
深
き
も
の
が
あ
り
、
此
は
虚
堂
が
自
覧
的
に
雪
寳
に
學
ば
ん
と
し
た
た
め
で
あ
つ
た
様
で
あ
る
。

『
虚
堂
録
』
巻
四
に
牧
め
ら
れ
る

「
讐
林
夏
前
告
香
普
詮
」
は
、
彼
が
婆
州
の
雲
黄
山
寳
林
寺
に
住
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
が
、
此

の
普
読
で
彼
は

「
龍
牙
輝
板
」
の
古
則
(雪
寳
頒
古
第
二
+
則
)を
墨
揚
し
、
雪
寳
の
頒
古
が
眞
に
こ
の
則
の
骨
髄
に
透
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
稻
揚
し
て
い
る
。

む

む

む

む

む

　

後
之
學
者
、
己
眼
不
明
。
見
他
承
嗣
洞
山
、
便
道
、
當
時
見
翠
微
臨
濟
之
時
未
透
。

一
犬
吠
虚
千
揉
藤
實
。
…
…
惟
有
雪
寳
見
徹
他
骨

む髄
、
頒
古
裡
面
壁
頭
便
道
、
龍
牙
山
裡
龍
無
眼
。
此
語
辛
辣
難
近
傍
。
蓋
他
用
威
多
類
之
。
…
…
此
老
用
庭
、
動
著
便
是
砒
霜
狼
毒
。

一
膣
、
此
の

「
龍
牙
輝
板
」
の
則
に
關
し
て
は
、
從
來
種
々
な
る
説
が
あ
つ
た
様
で
、
就
中
、
洪
覧
範
の
如
き
は
、
彼
の

『
暉
林
曾
寳

傳
』
中
の
龍
牙
傳
の
末
尾
に
於
て
、

予
観
龍
牙
偶
日
、
學
道
先
須
有
悟
由
、
還
如
曾
鯛
快
龍
舟
、
錐
然
薔
閣
閑
田
地
、

一
度
颪
來
方
始
休
、
君
若
随
縁
得
似
風
、
吹
沙
走
石

　

不
榮
功
、
但
於
事
上
通
無
事
、
見
色
聞
聲
不
用
聾
。
皆
清
深
精
密
如
其
爲
人
。
疑
問
翠
微
臨
濟
租
意
、
度
輝
板
蒲
團
機
語
、
在
已
見
洞

山
之
後
。
雪
寳
以
陪
龍
死
水
罪
之
。
龍
牙
聞
之
必
大
笑
。

と
云
つ
て
、
雪
寳
の
見
威
を
財
下
す
る
の
で
あ
る
が
、
虚
堂
は
寧
ろ
覧
範
の
説
を
退
け
、
大
い
に
雪
寳
の
見
虎

と
用
虚
を
學
揚
せ
ん
と
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
當
時
の
學
者
の
見
虚
の
明
か
な
ら
ぎ
る
を
戒
め
て
、

今
之
學
者
不
得
其
妙
、
病
在
自
信
不
及
威
、
病
在
得
失
是
非
虞
、
病
在
我
見
偏
執
庭
、
病
在
限
量
案
臼
庭
、
病
在
機
境
不
脱
庭
、
病
在



得
少
爲
足
薩
、
病
在

一
師

一
友
威
、
病
在
労
宗
別
派
威
、
病
在
位
貌
拘
束
麗
、
病
在
自
大
了

一
生
不
得
威
。
此
幾
種
病
、
障
道
之
媒
、

人
皆
有
之
。
要
在
當
人
退
歩
措
磨
浄
蓋
、
使
其
入
作
無
門
、
向

一
條
古
路
上
、
偲
蕩
地
、
無
拘
無
強
、
無
障
無
硬
、
抽
來
便
用
、
擦
著

便
殺
、
臨
機
縦
奪
、
無
秋
毫
許
凝
滞
、
如
轄
圓
石
於
千
偲
之
上
。

と
云
い
、
更
に
彼
自
身
が
曾
て
先
師
運
庵
の
下
で

「
古
帆
未
掛
」
の
則
に
つ
い
て
参
究
し
た
る
際
の
事
實
に
つ
い
て
詳
説
し
て
い
る
が
、

彼
は
か
か
る
見
地
の
明
白
性
と
言
句
機
用
の
重
要
さ
と
に
つ
い
て
強
調
す
る
こ
と
極
め
て
切
で
あ
る
。

ま
た
、

「
隻
林
夏
前
告
香
普
説
」
に
績
く
、
彼
の

「
璽
隙
立
曾
普
読
」
は
、
虚
堂
が
寳
林
を
退
い
て
塞
隠
の
松
源
塔
下
に
隙
棲
し
た
と

き
、
東
谷
妙
光
和
尚
の
立
曾
と
な
つ
て
乗
梯
し
た
る
際
の
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
普
詮
は
次
の
如
き
語
に
よ
つ
て
始
ま
つ
て
い
る
。
云
く

近
年
叢
林
凋
弊
、
學
者
不
本
宗
猷
、
浸
淫
外
學
、
滋
長
無
明
。
錐
千
百
群
居
、
未
聞
有
如
爆
無
紋
。
可
以
爲
末
世
滅
胡
種
族
、
良
可
悲

也
。
若
如
是
行
脚
、
如
是
見
人
、
則
其
利
甚
輕
、
其
害
甚
重
。

凡
そ
、
こ
れ
ら
の
虚
堂
の
語
は
、
彼
の
琿
の
極
庭
が
奈
邊
に
あ
り
し
か
を
最
も
端
的
に
示
す
と
共
に
、
當
時
、
宋
末
の
中
國
縄
が
實
に

そ
の
弊
救
う
べ
か
ら
ざ
る
に
至
つ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
弊
風
の
反
省
と
警
告
は
、
す
で
に
彼
が
松
源
塔
下
に
隙

棲
し
た
る
頃
を
境
と
し
て
い
よ
い
よ
深
く
強
い
も
の
に
な
つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
景
定
初
年
に
於
け
る
明
覧
塔
下
へ
の
再
度
の
隙
棲

は
、
彼
自
身
が

「
終
焉
の
計
」
と
な
さ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
だ
け
に
、
よ
り

一
層
深
く
堅
い
起
死
回
生
の
悲
願
を
秘
め
た
も
の
で
あ

つ
た
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
將
に
軍
な
る
文
字
の
暉
や
経
典
外
學
の
講
讃
に
堕
せ
ん
と
し
つ
つ
あ

つ
た
宋
代
の
暉
を
、
本
來

の
姿
に
か
え
そ
う
と
す
る
虐
堂
の
悲
願
こ
そ
は
、
雪
寳
縄
の
再
興
に
よ
つ
て
果
途
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
彼
の
明
覧
塔
下
へ
の
隙
棲
の
意

味
が
實
に
此
庭
に
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

虚
堂
と
大
慮
と
の
相
契

五

一



暉

學

研

究

五
二

か

く

て
、

純
縄

を
求

め

て
入
宋

し

た
る
大

慮

の
使
命

は
、

虚
堂

に
遇

う

こ
と

に
よ

つ
て
見

事

に
果

さ

れ
た
が

、
虚

堂
自

身

も
亦

た
明
寛

塔

下

に
身

を
隙

し
て
、

ひ
そ
か

に
純

暉
激

揚

の
時

節

を
待

ち

つ
つ
あ

つ
た
、

恰

か
も

そ

の
時

、

は

る
か

な
る
東

海

の
邊

か
ら

は
る
ば

る
彼

を
訪

ね
來

つ
た
大

鷹

に
よ

つ
て
、

そ

の
悲
願

の
達
成

を
見

る

こ
と
と

な

つ
た
。
此

威

に
中
國

と
日
本

の
暉

の
歴

史
を

結

ぶ
大
事

件
が

出
來

し
、

意
外

に
も
爾

國

の
思
想

と
文

化

の
歴

史

を
大

き
く
攣
動

せ
し
め

る

こ
と
と

な

つ
た

の
で

あ
る
。

後
年

、
大

慮
が

太
宰

府

の
崇
輻

寺

に

あ

つ
て
、

虚
堂

忌

に
際

し

て
拮

じ

た
香
語

に
、

大

宋
凌

容
峯
頂

牧
得

、
多

年

嚢
藏
被

蓋

、
日

本
崇

輻
山

中
枯
來

、

幾
廻
薫

天
爽

地

、
斤

爾
無

多
、

根
苗

有
異

。
休

説

巴
陵

三
轄

語
、

只

要

偏
界

香

風
起

。

と
云

う

の
は
、
實

に
よ
く

こ

の
清

息

を
傳

え
て

い
る
様

で
あ
る
。

虚

で
、
周

知

の
様

に
、

大
鷹

は
宋

の
成

淳

三
年

(
一
二
六
七
)、

印

ち
我
が

文
永

四
年

の

七
月

に
鯖
朝

し
て

い
る
が

、

彼

の
錦

朝

に
際

し

て
、

當
時

八
十

三
歳

で
あ

つ
た
老

虚
堂

は
、

特

に
途
別

の
頒

を
與

え
、

又
同

會

の
兄
弟

た
ち
四

十

三
員
が

之

に
和

し

た

こ
と

が

「
塔

銘

」

に
記

さ

れ

て
居

り
、
後

に

「
一
帆
風

」

の
名

を
以

て
知
ら

れ

て

い
る
も

の
が

こ
れ

で
あ

る
と

い
う

。
今

日
、

そ

れ
ら

の
原
蹟

は
殆

ん

ど
散

逸

し
去

り
、
わ
ず

か

に
こ

の
中

の
無

爾
可

宣

の
次

の
如

き

一
通

が
残

在

し
て

い
る
が

、
其

虜

に
は
、

南

屏

明
知
客

訪
到

、
復

還

日
本

故
國

。
誕

以

二
十

八
字

饒
行

。
宋

郵
金

文

住
山

可
宣

。

破

環

蓋
子
験

同
盟

、
誰

向
銭

唐
敢

進

程
、
千

里

同
風

一
句

子
、
明

々
摯

似
到

山

城
。

威

淳
戊
辰

夏

孟
下
辮

、
書

干

大
圓

鏡
。

(前
引
、
「
輝
林
墨
蹟
」
第
四
四
號
)

と
見

え
て

い
る
。
無

爾
可

宣

は
虚
堂

の
高

足

で
、

こ
の
書

に
よ

る
と
師

の
後

を
襲

い
で
金
交

に
住

し

て
居

た
ら

し

い
が
、

こ
の
迭
別

偏

の

年

次
が

威
淳
戊

辰

(
=

一六
八
)
と
な

つ
て
い
る
貼

は
、

「
塔

銘
」

の
記

載

と

一
年

の
相

違

が

あ
る
。

こ
れ
或

は
可
宣

の
揮

毫

の
誤

り

と
も

考

え

ら
れ

る
が
、

事
實

、
大
鷹

が
径

山

を
僻

し

た

の
が

威
淳

三
年

(
一
二
六
七
)
で
、

そ

の
後
翌

戊
辰

の
夏

ま

で
、

し
ば

ら
く
宋

地

に
と
ど



ま
つ
て
各
地
を
偏
歴
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
慮
が
蹄
朝
後
、
建
長
の
蘭
漢
の
下
に
於
て
行

つ
た
有
名
な
乗
沸
の
語
に
、

十
載
中
華
歴
偏
蹄
、
未
將
佛
法
掛
唇
皮
、
無
端
今
夜
始
開
口
、
鐵
樹
生
花
正
是
時

と
あ
る
の
と
合
せ
考
え
る
と
、
年
時
の
上
に
符
節
を
合
す
る
も
の
が
あ
る
。

庭
で
、
前
後
十
年
に
亘
る
入
宋
嗣
法
の
旅
を
終
え
て
、
大
慮
が
鋸
朝
し
た
時
の
鎌
倉
の
縄
は
如
何
な
る
情
況

に
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
大
鷹
入
宋
の
機
縁
と
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
兀
庵
は
、

「
元
亨
繹
書
」
に
よ
る
と
、
文
永
二
年
(
=

一六
三
)す
で
に
宋
に
編
り
、

婆
州
の
雲
黄
山
寳
林
寺
に
入

つ
て
い
る
。
彼
の
館
宋
の
原
因
が
那
邊
に
あ
つ
た
か
、
今
日
詳
し
い
資
料
は
傳
え
ら
れ
ぬ
が
、
彼
と
最
も
親

し
か
つ
た
北
條
時
頼
が
、
弘
長
三
年

(
一
二
六
三
)
に
死
ん
で
か
ら
、
或
は
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
の
上
に
多
少

の
攣
化
が
あ
つ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
兀
庵
が
李
津
浦
を
離
れ
る
に
際
し
て
悟
空
敬
念

(東
巖
恵
安
の
師
)
に
與
え
た
と
い
う
法
語
は
、
此
の
間
の
事
情
を
知
る
手
が

か
り
と
な
る
様
で
あ
る
。

老
曾
無
巴
鼻
、
暫
遊
此
國
、
乃
見
此
國
、
從
古
以
來
、
信
向
之
多
、

唯
弘
教
法
者
衆
。

近
爲
外
來
之
者
、

邪
魔
外
道
、
妄
言
綺
語
、

証
或
人
天
及
乎
窮
其
底
蕩
。
経
律
論
之
数
、
全
不
知
之
。
教
外
別
傳
之
旨
、
猫
更
不
饒
、
且
盧
語
僻
語
、
惑
齪
此
國
。
正
法
凌
滅
、
邪

法
熾
然
、
人
人
愁
歎
之
多
、

所
以
老
信
急
々
抽
頭
回
唐
、
爲
入
出
計
。

更
不
將
眼
覗
之
、
不
將
耳
聴
之
。
自
歎
、
繹
迦
老
漢
紳
通
廣

大
、
尚
且
被
六
群
比
丘
、
悪
黛
邪
魔
外
道
波
旬
等
欺
凌
。
浬
繋
以
後
五
百
年
中
、
方
且
漸
々
中
興
。
量
況
今
日
岩
哉
、
敬
念
求
改
名
、

悟
空
山
主
亦
曾
入
宋
、

参
拍
知
識
、

館
朝
之
後
、
乃
見
此
國
、

被
外
來
者
邪
魔
悩
謝
、
合
國
愁
歎
多
々
。
只
於
濁
住
庭
、
自
受
用
三

昧
、
更
不
將
眼
覗
之
、
不
將
耳
聴
之
。
袖
紙
舞
求

一
語
、
爲
究
道
之
助
。
老
櫓
正
理
館
帆
、
念
々
信
筆
、
姑
塞
其
請
。
但
勿
愁
歎
、
時

節
既
至
、
其
理
自
彰
、

邪
魔
外
道
消
滅
へ

正
法
自
然
無
難
。
切
翼
力
弘
此
道
、
以
光
末
運
者
也
云
云
。
(「東
巖
安
輝
師
行
實
」、
績
群
書

騨類
從
第
二
百
廿
六
)

兀
庵
を
し
て
更
不
將
眼
覗
之
、
不
將
耳
聴
之
と
ま
で
嘆
ぜ
し
め
る
に
至
つ
た
我
が
國
の
悪
黛
邪
魔
と
は
一
艦
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
兀
庵
録
』

虚
堂
と
大
慮
と
の
相
契

五
三



縄

學

研

究

五
四

に
よ
る
と
、
彼
の
源
清
藏
主
に
示
し
た
法
語
中
に
、

屡
承
法
春
之
約
、
因
東
望
扶
桑
、
有
大
乗
根
器
胃
険
越
漠
、
観
國
之
光
、
復
遭
世
縁
所
階
、
悩
慢
之
氣
、
而
不
能
繹

(績
藏
糎
π
、
二
+

八
、
一
、
十
六
d
i
十
七
a
)

と
云
つ
て
居
り
、
彼
の
悩
慢
た
る
不
満
が
世
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
様
で
も
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
を
佛
在
世
中
の
六
群
比
丘
の
狙
猟
に

比
し
て
い
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
或
は
此
の
國
の
佛
教
の
現
状
そ
の
も
の
に
全
く
獣
硯
で
き
な
い
も
の
が
あ
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

私
は
か
か
る
兀
庵
の
憤
葱
の

一
因
が
、
恐
ら
く
は
時
宗
の
日
蓮
宗
接
近
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
敢
え
て
日
蓮
宗
の
み
な

ら
ず
當
時
の
日
本
佛
教
の
全
て
が
、
兀
庵
の
眼
に
は
す
で
に
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
邪
魔
悪
法
と
影
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

旅
客
來
嘆
日
、
自
近
年
至
近
日
、

天
攣
地
天
飢
饅
疫
癒
、
遍
満
天
下
廣
送
地
上
。

牛
馬
魏
巷
骸
骨
充
路
、

招
死
之
輩
既
超
大
牛
、
不

悲
之
族
敢
無

一
人
。
然
間
、
或
專
利
創
師
是
之
文
、
唱
西
土
敏
主
之
名
、
或
侍
衆
病
悉
除
之
願
、
諦
東
方
如
來
之
経
、
或
仰
病
印
消

滅
不
老
不
死
之
詞
、
崇
法
華
眞
實
之
妙
文
、

或
信
七
難
印
滅
七
幅
師
生
之
句
、
調
百
座
百
講
之
儀
、
有
因
秘
密
眞
言
之
敏
、
麗
五
瓶

之
水
、
有
全
坐
輝
入
定
之
儀
、
澄
空
観
之
月
、
若
書
七
鬼
神
之
號
、
而
押
千
門
、
若
圖
五
大
力
之
形
、
而
懸
萬
戸
、
若
葬
天
紳
地
祇
、

而
企
四
角
四
堺
之
祭
祀
、
若
哀
萬
民
百
姓
、
而
行
國
主
國
宰
之
徳
政
。
錐
然
唯
推
肝
謄
、
彌
逼
飢
疫
、
乞
客
溢
目
、
死
人
滞
眼
、
臥
屍

爲
観
並
　
作
橋
。
云
云

右
は
、
文
懸
元
年
に
書
か
れ
た
有
名
な

『
立
正
安
國
論
』
舅
頭
の
文
で
あ
る
が
、
當
時
相
つ
い
で
起
り
來
る
不
氣
味
な
る
天
災
地
攣
と
、

刻
々
に
せ
ま
り
來
る
外
冠
の
兆
を
眼
前
に
し
て
、
獅
子
奮
迅
の
宣
教
に
寧
日
な
か
つ
た
日
蓮
は
、
・此
の
世
難
を
乗
り
切
る
も
の
は
法
華
経

の
信
仰
あ
る
の
み
と
い
う
激
越
た
る
自
信
の
下
に
、
所
謂
四
箇
の
格
言
を
掲
げ
て
、
他
宗
の
調
伏
に
没
頭
し
つ
つ
あ
つ
た
の
で
あ
つ
て
、

兀
庵
在
日
の
當
時
は
正
に
彼
の
活
動
の
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
弘
長
三
年
三
十
七
歳
で
卒
し
た
時
頼
の
後
を
承
け
て
、
執
灌

と
な
つ
た
時
宗
は
未
だ
幼
少
で
あ
り
、
鎌
倉
武
士
の
中
に
は
或
は
日
蓮
の
説
法
に
耳
を
傾
け
る
も
の
も
次
第
に
多
き
を
加
え
つ
つ
あ
つ
た



で
あ
ろ
う
。
後
年
、
日
蓮
が
時
宗
に
寄
せ
た
書
に
は
、

急
ぎ
建
長
寺
、
壽
幅
寺
、
極
樂
寺
、
多
寳
寺
、
深
光
明
寺
、
大
佛
殿
等
の
御
鶴
依
を
止
め
た
ま
へ
、
然
ら
ず
ん
ば
重
ね
て
四
方
よ
り
責

,

め
來
る
べ
き
な
り
、
速
か
に
蒙
古
國
の
人
を
調
伏
し
て
我
が
國
を
安
泰
な
ら
し
め
給

へ
。
彼
を
調
伏
せ
ん
こ
と
日
蓮
に
あ
ら
ざ
れ
ば
叶

ふ
べ
か
ら
ず
。

と
云
い
、
ま
た

『
撰
時
砂
』
に
は

日
蓮
は
日
本
國
の
棟
梁
也
、
予
を
失
フ
は
日
本
國
の
柱
橦
を
倒
ス
な
り
。
只
今
に
自
界
反
逆
難
と
て
、
ど
し
う
ち
し
て
、
佗
國
侵
逼
難

と
て
、
此
國
の
人
人
他
國
に
打
チ
殺
サ
ル
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
い
け
ど
り
に
せ
ら
る
べ
し
。
建
長
寺
、
壽
輻
寺
、
極
樂
寺
、
大
佛
、

長
樂
寺
等
の

一
切
の
念
佛
者
暉
僧
等
が
寺
塔
を
ば
や
き
は
ら
い
て
、
彼
等
が
頸
を
ゆ
ひ
の
は
ま
に
て
切
ら
ず
ば
、
日
本
國
必
ほ
ろ
ぶ
べ

し
と
申
シ
候
了
ン
ヌ
。

と
見
え
て
い
る
が
、
か
か
る
國
粋
主
義
者
日
蓮
の
ふ
る
ま
い
は
、
宋
鱈
兀
庵
か
ら
見
れ
ば
、
正
に
狂
氣
の
沙
汰
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
此
の
前
後
の
史
的
事
情
か
ら
推
す
と
、
蕾
佛
教
印
ち
天
台
宗
の
輝
宗
璽
迫
の
情
勢
が
次
第
に
激
烈
の
度
を
加
え
て
居
り
、

『
東

巖
安
縄
師
行
實
』
の
交
永
五
年
の
條
に
は
、
東
巖
の
正
傳
寺
が
聖
護
院
の
衆
徒
の
た
め
に
破
卸
さ
れ
、
彼
は
危
く
鎌
倉
に
逃
れ
た
事
件
が

あ
り
、
又
、

『法
海
輝
師
無
象
和
尚
行
状
記
』
に
よ
る
と
、

〔
師
〕
、
文
永
九
年
壬
申
九
月
三
日
、
鷹
衆
請
以
住
相
陽
之
胡
桃
谷
法
源
寺
　
。
時
比
叡
山
徒
衆
、
厭
悪
我
宗
暴
盛
、
而
捧
書
訴
之
闘
。

於
是
大
覧
暉
師
、
寄
跡
於
甲
州
、
或
居
奥
之
松
島
。
師
随
之
作
件
、
偏
嘆
我
宗
欲
慶
、
循
作
書

一
篇
、
以
奉
之
朝
、
命
日
興
暉
記
。

と
あ
つ
て
、
新
奮
勢
力
衝
突
の
激
状
を
傳
え
て
い
る
が
、

一
面
に
は
先
の
日
蓮
の
語
に
も
見
え
る
様
に
、
蘭
漢

の
如
き
宋
曾
は
當
時
外
來

檜
と
し
て
政
治
的
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
て
、
十
年
ぶ
り
に
鋸
朝
し
た
大
懸
を
迎
え
た
鎌
倉
の
輝
界
は
、
彼
の
新
し
い
正
法
墨
揚
の
地
と
し
て
、
決
し
て
好
適
の
場
所
で
は

虚
堂
と
大
慮
と
の
相
契

五
五



琿

學

研

究

五
六

な
か

つ
た
様

で
あ
る
。

尤
も

、
執

灌
時
宗

が

宋

か
ら
迎

え

た
暉
曾

と

し
て

は
、

前

に
大
休

正
念

あ
り

、
西

澗
子

曇

あ
り

、
後

に
無
學

租
元

あ
り

、
幕

府

が
租
元

を
請

し

て
開
創

し

た
菩
提

所
圓

覧
寺

は
、

弘
安

五
年

(
一
二
八
二
)
に
盛
大

な
落

慶
供

養

の
式

を
摯
げ

て
居

る

か
ら
、

鎌
倉

の
暉
宗

は

一
見

日
毎

に
隆

盛

に
向

つ
て

い
た
如

く

で
あ

る
が
、
文

永
弘

安

に
亘

る
蒙

古

の
來

襲

を
始

め
と

す

る
肚

會
政

治

上

の
攣

動

は
、

鎌
倉

武
士

を

し
て
輝

の

至

境

に

悟
徹

せ
し
む

る

に
は
、

あ
ま
り

に
も

喧
燥

に
す

ぎ

た

で
あ
ろ

う
。
ま

た
、

前
引

の
日

蓮

の

『
安

國

論

』

の
文

に
も

見

え
る
様

に
、
國

家

の
危
急

の
時

に
際

し
て
は
擾

災
所

念

の
宗

教
儀

禮

が
人

々

に
迎

え
ら

れ
る

こ
と
も

當
然

の
な
り
ゆ

き

で
あ
り

、
殊

に
所

濤
儀
禮

を

事

と
し
來

つ
た
日
本

佛
教

の
傳

統

と
し

て
、
す

べ
て
が

密
教

化

し
ゆ

く

こ
と

は
抗

し
難

い

こ
と
で

あ
る
。
幕

府

に
迎

え
ら

れ

た
大
休

や
租
元

の
琿

が
次

第

に
日
本

化

さ
れ

て
行

つ
た

の
は
、

か

か
る
現
實

の
課
題

に
鷹

じ

た
も

の

に
外

な
ら

な

い
が
、

新

し

い
純

暉

宣
布

の
使
命

を
帯

び

て
鯖
朝

し
た

る
日
本
出

身

の
大
鷹

は
、

中
國

租
師

縄

の
純
粋

性

を
護

る
た

め

に
、

寧

ろ
彼

等

宋
信

た
ち

と

は
異

つ
た
態

度
を

選
ば

ね
ば

な
ら

ぬ
こ
と
と

な

つ
た
。
曾

て
彼

の
師

盧
堂

が
明

覧

の
塔
下

に
退

い
て
、
静

か

に
正
法

再
興

の
時

を
待

ち

つ
つ
あ

つ
た
様

に
、
大
鷹

も
亦

た
西
唾

の
地

に
灰
頭

し
て
純

縄
激

揚

の
時

を
待

つ
こ
と
と
な

つ
た
が
、
彼

の
九
州
灰

頭

は
前

後

三
十
除

年

に
及
び

、
後

來
途

に
日

本
臨
濟

縄

の
先

蹉

た
る

を
得

た
の

で
あ

る
。
私

は
此
庭

に
大
慮

の
大
宰

府
興

徳
入

寺

の
意
義

が

あ
り
、

彼

が
生
涯

を

か
け

て
學

揚

し
た

「
時

節
因

縁
」

の

一
句

の
意
味

が

か
か

る
史
的

事
情

に
裏

付

け
ら

れ
て
甫

め

て
よ
く

理
解

で
き
る

と
思

う
が

、

こ
の

黙

に

つ
い
て

は
す

で
に
論

じ

た
こ

と
が
あ

る

か
ら
、

此

の
小
論

を

こ

こ
に
終

る

こ
と

と
し

よ
う
。

ー

一
九
五
九
年
十
二
月
八
日
、
繹
尊
成
道
の
日
ー

〔
附
記
〕

私
が
本

稿
中

に
引

用
し

た

『
帥
谷

宗
湛

筆

記
』

は
、

幸

四

郎
氏

の
校

註

を
附

し

て
新

版
せ
ら

れ
た
。

又
、

参

照

を
乞

う
。

(
一
九

五
四
年

二
月

一
日
)

最

近
茶
道

古
典

全
集
巻

六

に
牧

め
ら

れ
、

恰

か
も
本
稿

の
初
校

と
時

を
同

じ
く

し
、

芳

賀

「
時

節
因
縁

」

の
句

に

つ
い
て

の
拙
稿

は
、
輝

丈

化
第
八

號

に
掲
載

さ
れ

て

い
る
。
併

せ


